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Boston Children’s Hospital実習報告
山﨑さつき
実習先：Department of Pediatric Cardiology
　　　　Boston Children’s Hospital 
　　　　（アメリカ合衆国マサチューセッツ州）
期間：2014年 6 月 2 日～ 6 月20日
Ⅰ．はじめに













HospitalのPediatric CardiologyのDr. Jane Newburgerに
連絡を取って下さった。同じく実習を希望していた程さん
と私を快く受け入れてくださり，その後実習担当のDr. 
Puja Bankaと何度かメールをやり取りし（Cover Letter〔志望動機書〕とCV〔履歴書〕を書いた）， 6 月に









いただいた。 1 週目､ 2 週目の日程は主に病
棟 回 診，カンファレンスやレクチャーの 参 加













は ７ :00~内科外科合同カンファレンスが行われる。私が驚いたのは症例の多さと（ 1 日に手術 3 件，カテー
テル 3 件ずつある），Cardiac MRIが導入されていたことである。
8 ：00~病棟回診
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のプレゼンとそのフィードバックは毎回必ず聞
















































病 棟 には 4 名 のレジデントと 1 名 のフェローがおり，ア
テンディングやNPさん達が出入りしていた。
学生研修レポート 125
際にやってみることで自分の改善すべき点を体感することができたこと， 2 回行うことで上達を感じること
ができたことで，非常に大きなものを得たと確信している。
　さらに，Dr. Newburgerとお話しする機会を何度か得ることが出来た。実習がどれだけ充実しているかを
伝えたり，プレゼンをさせていただいたという報告をした。最後にお会いした時には励ましの言葉をいただ
き，非常に励みになった。
　実習全体を通して，先生方や看護師さん，NPさんや事務の方などスタッフの方々が非常に優しくかつ教
育的であり，診察もチームの一員として一緒にさせていただき，質問や疑問にも丁寧に答えていただいた。
カテーテル室や手術室，コンサルトチームでも先生方は忙しく，しかも私達とは初対面にも関わらず，質問
すると非常に丁寧に術中の写真や図を用いて教えていただいた。また，日本と異なり様々なバックグラウン
ドをもつ患児が日常的におり，宗教や文化に配慮された病院づくりがなされていたし，各言語の通訳が働い
ていた。さらに，細分化が非常に高度で，同じ循環器内科医でも画像（MRI等）やカテーテル治療，EP治
療など専門が決まっており，またレジデントやフェローの仕事も日本の研修医とはだいぶ違うように感じた
のも印象的だった。
　さらに，onとoffがはっきりしていたため，実習後や土日は遊んでも平日には自然と気持ちを切り替える
ことができた。そして，循環器病棟の医学生達とはとても仲良くなることができ，お互いの国の医療事情や
医学生の生活について話したり，勉強を教えあったりした。昼休みや実習後にはご飯を食べに行ったり，中
庭で一緒に日向ぼっこをしたりもした。プレゼンの能力の高さや知識の応用力など，刺激を受けたことは多
い。彼らと一緒に実習できて，本当に良かったと思う。
　反省点としては，日本の医学の現状についてもっと勉強しておけばよかったと思った。実習中，保険制度
について考える機会が多く，また教えていただいたりもしたが，「日本ではどうなの？」と聞かれてなかな
か正確に答えられた自信はない。また，恥ずかしながら普段の医学知識と医学英語の勉強が足りなかったと
も感じる。英語にはある程度自信があったにも関わらず，最初の 3 日間ほどは病棟ラウンドの会話が全く聞
き取れず，何度も泣きそうになった。時間が経つにつれて慣れていくが，慣れるまでの時間を最小限にした
方が効率的で，より多くのことを勉強できると強く思ったので，勉強した医学知識や医学英語は常にアウト
プットできるように練習しておけばよかったと思う。
Ⅴ．終わりに
　帰国して，「ボストンどうだった？」と聞かれることが多いが，まず第一声に「楽しかったです！」と答
えてしまう。辛かったこと，わからなくて悔しかったことも多かったが，思い返してみると楽しかった記憶
しかない。症例数が非常に多く，日々新しい試みがなされている病院で毎日過ごすことができたこと，新し
い出会いがたくさんあったことなど，非常に刺激的だった。
　Boston Children’s Hospitalという最高の実習先を紹介して下さった市田先生，海外での実習という素晴ら
しい機会を与えてくださった廣川先生，山城先生，書類作成や手続きでお世話になった松井先生，事務の
方々，こんなにも未熟な私を受け入れてくださり，励まし続けてくれたDr. NewburgerとDr. Banka，その
他名前を挙げればきりがないほど多くの方々，友人達に助けていただいてこの実習を達成することが出来ま
した。心から感謝いたします。本当にありがとうございました。
